
(57)【要約】
【課題】アルミニウム箔を使用せずデッドホールド性、再封性に優れた蓋材の提供にある
。
【解決手段】外周縁に開封用タブを有し、容器開口部をシール密封するための積層体から
なる蓋材であって、前記積層体は、最外層をポリエステル系フイルム、最内層をポリオレ
フィン系樹脂、エチレン酢酸ビニル共重合樹脂およびエチレンアクリル酸共重合樹脂より
なる群から選ばれた１以上の樹脂を主成分とする樹脂層、中間層をポリ乳酸系フイルムと
しこれらが積層されてなることを特徴とする蓋材。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 周 縁 に 開 封 用 タ ブ を 有 し 、 容 器 開 口 部 を 密 封 す る た め の 積 層 体 か ら な る 蓋 材 で あ っ て 、
前 記 積 層 体 は 、 最 外 層 を ポ リ エ ス テ ル 系 フ イ ル ム 、 最 内 層 を ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 、 エ チ
レ ン 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 樹 脂 お よ び エ チ レ ン ア ク リ ル 酸 共 重 合 樹 脂 よ り な る 群 か ら 選 ば れ た
１ 以 上 の 樹 脂 を 主 成 分 と す る 樹 脂 層 、 中 間 層 を ポ リ 乳 酸 系 フ イ ル ム と し こ れ ら が 積 層 さ れ
て な る こ と を 特 徴 と す る 蓋 材 。
【 請 求 項 ２ 】
ポ リ 乳 酸 系 フ イ ル ム 厚 さ が 、 １ ０ ～ ４ ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 蓋 材
。
【 請 求 項 ３ 】
ポ リ 乳 酸 系 フ イ ル ム の 少 な く と も 片 面 に 、 金 属 お よ び ／ ま た は 金 属 酸 化 物 か ら な る 層 を 設
け た 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 蓋 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 蓋 材 に 関 す る も の で あ る 。 さ ら に 詳 細 に は 、 特 に 即 席 麺 等 を 収 納 し 、 熱 湯 を 注
い で 食 す る 食 品 容 器 等 に 好 ま し く 用 い ら れ る 蓋 材 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 例 え ば 即 席 麺 や 即 席 ス ー プ 等 を 収 納 す る 容 器 は 、 上 端 に 開 口 部 を 有 し 、 か つ 上 端 周
縁 に 張 り 出 し た 板 状 に 出 っ 張 っ た ツ バ 状 の フ ラ ン ジ 部 を 有 す る 容 器 本 体 の 前 記 フ ラ ン ジ 部
を 密 封 す る 紙 を 主 体 と し た 蓋 材 と し て 、 紙 層 の 表 面 に ア ル ミ ニ ウ ム 箔 お よ び 樹 脂 ブ レ ン ド
（ た と え ば 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン と ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ ス チ レ ン と ポ リ エ チ レ ン な ど ） か ら な
る 易 開 封 性 の 熱 圧 着 性 を 有 す る シ ー ラ ン ト 層 が 積 層 さ れ た も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な ア ル ミ ニ ウ ム 箔 が 積 層 さ れ て い る 蓋 材 は 、 水 蒸 気 等 の バ リ ア 性 、 熱 等 に 対 す る
寸 法 安 定 性 、 充 填 機 適 性 （ 容 器 に 内 容 物 を 充 填 し 、 こ の 蓋 材 で シ ー ル す る 時 に 蓋 材 が カ ー
ル し な い こ と ） 、 遮 光 性 等 に 優 れ 、 さ ら に こ の 容 器 の 開 封 に 際 し 、 フ ラ ン ジ 部 に シ ー ル さ
れ て い る 蓋 材 を そ の 周 縁 の タ ブ を 持 ち 上 げ な が ら 略 中 心 部 ま で 剥 が す と 、 上 記 の よ う な ア
ル ミ ニ ウ ム 箔 を 介 在 さ せ た 構 成 の 蓋 材 は 、 剥 が し た ま ま の 状 態 を 維 持 で き る 性 質 （ 以 下 、
デ ッ ド ホ ー ル ド 性 と い う ） を 有 す る も の で あ る 。 す な わ ち こ の デ ッ ド ホ ー ル ド 性 に よ り 、
例 え ば 即 席 ラ ー メ ン な ど で は 、 剥 が し て 半 開 き の 状 態 の ま ま 容 易 に 熱 湯 を 注 ぐ こ と が で き
、 次 い で 一 旦 も と に 戻 し て 再 封 し 麺 を 温 め ほ ぐ し 柔 ら か く し て か ら 、 再 開 封 し て 食 す る こ
と が で き る も の で あ る 。 こ の よ う に 蓋 材 に ア ル ミ ニ ウ ム 箔 を 用 い る と 、 各 面 で の 有 用 な 特
性 を 有 す る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 の よ う な ア ル ミ ニ ウ ム 箔 を 用 い た 構 成 の 蓋 材 に お い て は 、 使 用 後 の 焼
却 処 理 に お い て 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 が 炉 中 に イ ン ゴ ッ ト と し て 絡 み つ い て 焼 却 炉 を 傷 め た り
、 そ れ に よ っ て 焼 却 効 率 を 低 下 さ せ た り す る 問 題 が あ り 、 ま た 、 そ の 焼 却 灰 の 埋 立 処 分 に
お い て 雨 水 等 と の 反 応 に よ る 有 害 ガ ス の 発 生 等 が あ り 、 い わ ゆ る 環 境 問 題 を か か え て い た
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
さ ら に ま た 、 蓋 材 に ア ル ミ ニ ウ ム 箔 が 介 在 す る と 、 内 容 物 が 収 納 さ れ た 容 器 中 に 金 属 系 切
り 粉 な ど 金 属 系 の 異 物 が 混 入 す る こ と を 検 査 す る 金 属 探 知 機 の 使 用 を 不 可 能 に し て い て 、
こ の よ う な 金 属 探 知 機 使 用 に よ る 検 査 法 を 可 能 と す る 容 器 と そ の 蓋 材 が 要 望 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 問 題 点 と 要 望 点 を 解 決 す る た め の 蓋 材 と し て 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 を 除 い て 、 水 蒸 気 の バ
リ ア 性 、 熱 に 対 す る 寸 法 安 定 性 、 充 填 機 適 性 （ カ ー ル が な い こ と ） 、 な ど の 特 性 を 有 す る
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ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト フ ィ ル ム （ 以 下 Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム と い う ） を 介 在 さ せ た 積 層 体
と し て 、 例 え ば Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム （ １ ２ μ ｍ ） ／ 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム （ ５ ０ μ ｍ ）
／ Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム （ １ ２ μ ｍ ） ／ ポ リ プ ロ ピ レ ン と ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 ブ レ ン ド 層 （ ３ ５ μ
ｍ ） あ る い は 紙 層 と Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム を 介 在 さ せ た 積 層 体 と し て 、 Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム （ １ ２ μ
ｍ ） ／ 紙 層 （ ７ ９ ． １ ｇ ／ ｍ ２ 　 ） ／ Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム （ １ ２ μ ｍ ） ／ ポ リ プ ロ ピ レ ン と ポ
リ エ チ レ ン 樹 脂 ブ レ ン ド 層 （ ３ ５ μ ｍ ） 、 紙 層 （ ７ ９ ． １ ｇ ／ ｍ ２ ） ／ Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム （
１ ２ μ ｍ ） ／ ポ リ プ ロ ピ レ ン と ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 ブ レ ン ド 層 （ ３ ５ μ ｍ ） な ど が 現 実 に 用
い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し な が ら 、 上 記 の よ う に Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム を 介 在 さ せ た 積 層 体 を 即 席 面 な ど の 蓋 材 と し
た 場 合 、 こ の Ｐ Ｅ Ｔ フ イ ル ム は 腰 強 度 が あ る の で 、 こ の 蓋 材 の 開 封 に 際 し 、 デ ッ ド ホ ー ル
ド 性 に 乏 し く 、 蓋 が 簡 単 に 閉 じ て し ま い 、 熱 湯 を 注 ぎ 難 く し 、 熱 湯 が こ ぼ れ 、 火 傷 な ど の
危 惧 の あ る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
一 方 、 上 記 の Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム を 除 い て 、 例 え ば 紙 層 （ １ ０ ０ ～ １ ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ ） ／ 最 内 層
（ ３ ５ μ ｍ ） と し た 場 合 、 寸 法 安 定 性 や 水 蒸 気 バ リ ア 性 等 に も 問 題 が あ る が 、 ピ ー ル 強 度
を ３ ５ ０ ｇ ／ １ ５ ｍ ｍ 程 度 （ こ の 程 度 の ピ ー ル 強 度 が 容 器 へ の 接 着 強 度 と 開 封 に 際 す る 剥
離 強 度 の バ ラ ン ス が 最 も よ い 値 と さ れ て い る ） に す る と 、 蓋 材 の 開 封 に 際 し 紙 層 ご と 破 れ
裂 け て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 か か る 従 来 技 術 の 問 題 点 や 要 望 点 を 解 決 す る も の で あ り 、 そ の 課 題 と す る と こ
ろ は 、 廃 棄 物 に 係 わ る 環 境 問 題 の 危 惧 が な く 、 金 属 探 知 機 に よ る 製 品 の 検 査 を 可 能 に し 、
バ リ ア 性 、 熱 寸 法 安 定 性 、 充 填 機 適 性 を 有 す る と と も に 、 そ の 開 封 に 際 し て 破 裂 等 が な く
、 か つ 十 分 な デ ッ ド ホ ー ル ド 性 を 有 す る 蓋 材 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の ポ リ 乳 酸 系 フ イ ル ム を 用 い た 蓋 材 は 主 と し て 次 の 構
成 を 有 す る 。 す な わ ち 、
外 周 縁 に 開 封 用 タ ブ を 有 し 、 容 器 開 口 部 を 密 封 す る た め の 積 層 体 か ら な る 蓋 材 で あ っ て 、
前 記 積 層 体 は 、 最 外 層 を ポ リ エ ス テ ル 系 フ イ ル ム 、 最 内 層 を ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 、 エ チ
レ ン 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 樹 脂 お よ び エ チ レ ン ア ク リ ル 酸 共 重 合 樹 脂 よ り な る 群 か ら 選 ば れ た
１ 以 上 の 樹 脂 を 主 成 分 と す る 樹 脂 層 、 中 間 層 を ポ リ 乳 酸 系 フ イ ル ム と し こ れ ら が 積 層 さ れ
て な る こ と を 特 徴 と す る 蓋 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 の 蓋 材 に お い て 、 ポ リ 乳 酸 系 フ イ ル ム 厚 さ が １ ０ ～ ４ ０ μ ｍ で あ る こ と 、 ポ
リ 乳 酸 系 フ イ ル ム の 少 な く と も 片 面 に 、 金 属 お よ び ／ ま た は 金 属 酸 化 物 か ら な る 層 を 設 け
た こ と が そ れ ぞ れ 好 ま し い 態 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。 本 発 明 は 、 図 １ の 斜 視 図 に 示
す よ う に 、 上 端 に 開 口 部 を 有 し 、 か つ 上 端 周 縁 に フ ラ ン ジ 部 を 有 す る 容 器 本 体 の 、 そ の フ
ラ ン ジ 部 の 密 封 に 適 し た 紙 を 主 体 と し た 蓋 材 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 即 席 麺 等 を 収 納 し
、 熱 湯 を 注 い で 食 す る 容 器 の 蓋 材 で 、 周 縁 に 開 封 用 タ ブ を 有 し 、 環 境 問 題 に 配 慮 さ れ 、 か
つ 金 属 系 の 異 物 混 入 の 検 査 を 可 能 に す る た め 、 従 来 の よ う な ア ル ミ ニ ウ ム 箔 が 積 層 さ れ て
い な い 構 成 の 蓋 材 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ こ で 本 発 明 の 蓋 材 は 、 図 ２ の 側 断 面 積 層 図 に 示 す よ う に 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム 箔 を 含 ま
な い 積 層 体 で な る 構 成 で な り 、 そ の 積 層 体 は 、 最 外 層 が 紙 層 で 、 最 内 層 が ポ リ オ レ フ ィ ン
系 樹 脂 、 エ チ レ ン 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 樹 脂 お よ び エ チ レ ン ア ク リ ル 酸 共 重 合 樹 脂 よ り な る 群
か ら 選 ば れ た １ 以 上 の 樹 脂 を 主 成 分 と す る 樹 脂 層 で な り 、 そ れ ら の 間 に ポ リ 乳 酸 系 フ イ ル
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ム が 積 層 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の よ う に 、 従 来 の ア ル ミ ニ ウ ム 箔 に 代 わ り 、 ポ リ 乳 酸 系 フ イ ル ム 、 具 体 的 に は 厚 さ １ ０
～ ４ ０ μ ｍ の ポ リ 乳 酸 フ ィ ル ム を 最 外 層 の 紙 層 と 最 内 層 の 間 に 介 在 さ せ る こ と に よ っ て 、
従 来 使 用 し て い た ア ル ミ ニ ウ ム 箔 が 持 っ て い る 寸 法 安 定 性 （ 耐 熱 性 ） 、 カ ー ル の 抑 制 （ 充
填 機 適 性 ） 等 に 加 え 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 に は 及 ば な い が 必 要 な 程 度 の デ ッ ド ホ ー ル ド 性 を 有
す る 蓋 材 と す る こ と が で き る 。 ポ リ 乳 酸 系 フ イ ル ム の 厚 み が こ の よ う に 好 ま し い 範 囲 の 場
合 、 紙 層 及 び ／ ま た は Ｐ Ｅ Ｔ フ イ ル ム の 腰 強 度 に か か わ ら ず 充 分 な デ ッ ド ホ ー ル ド 性 が 得
ら れ る 。 一 方 、 容 易 に 折 り 曲 げ る こ と が で き 、 割 れ が 生 じ に く く 、 再 封 し に く く な る こ と
も な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 デ ッ ド ホ ー ル ド 性 に 優 れ た ポ リ 乳 酸 系 フ イ ル ム と し て 少 な く と も １ 軸 延 伸 、 よ り
好 ま し く は ２ 軸 延 伸 し た も の を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 耐 熱 性 に 優 れ た ポ リ 乳 酸 系 フ イ ル ム と し て 、 １ ２ ０ ～ １ ４ ０ ℃ に て 熱 処 理 し た も の
を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
さ ら に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 に 比 べ 遮 光 性 に 劣 る が 、 こ れ ら 特 性 を 補 う た め 、 例 え ば 紙 層 の 裏
面 に 着 色 イ ン キ （ 墨 等 ） で 全 面 印 刷 し て 遮 光 性 を 付 与 し て も よ く 、 あ る い は ポ リ 乳 酸 系 フ
イ ル ム の 表 裏 い ず れ か の 面 に ア ル ミ ニ ウ ム 等 の 金 属 層 を 付 与 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 に 比 べ 水 蒸 気 、 酸 素 等 を 含 め た ガ ス バ リ ア 性 に 劣 る が 、 ポ リ 乳 酸 系
フ イ ル ム 及 び ／ 又 は Ｐ Ｅ Ｔ フ イ ル ム の 少 な く と も 片 面 に ア ル ミ ニ ウ ム 、 ケ イ 素 、 亜 鉛 、 マ
グ ネ シ ウ ム 等 の 金 属 及 び ／ 又 は 金 属 酸 化 物 か ら な る ガ ス バ リ ア 層 を 付 与 し て も よ い 。 か か
る ガ ス バ リ ア 層 の 厚 み は 、 ０ ． ０ ５ ～ ３ ． ０ ０ μ ｍ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 下 に 本 発 明 の 蓋 材 を 構 成 す る 各 層 の 材 料 等 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま ず 本 発 明 の 蓋 材 を 構 成 す る 紙 層 と し て は 、 少 な く と も 表 面 が 白 色 で 多 色 印 刷 適 性 を 有 す
る も の が 好 ま し く 、 坪 量 ５ ０ ｇ ／ ｍ ２ 　 ～ １ ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ 　 程 度 、 好 ま し く は ７ ５ ｇ ／ ｍ
２ ～ １ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ 程 度 の 両 ア ー ト 紙 、 片 ア ー ト 紙 あ る い は 両 面 、 片 面 コ ー ト 紙 な ど を 好
適 に 使 用 す る こ と が で き る 。 紙 層 が か か る 好 ま し い 秤 量 の 範 囲 で あ る と 、 開 封 に 際 し 紙 層
自 体 が 破 れ に く く 、 あ る い は 、 例 え ば 着 色 さ れ た 遮 光 層 を 設 け た 場 合 、 表 面 か ら 黒 ず ん で
見 え た り す る こ と も な い の で 商 品 価 値 が 高 ま る こ と に な り 、 ま た 開 封 し た 際 の デ ッ ド ホ ー
ル ド 性 に も 優 れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 最 内 層 と し て は 、 ヒ ー ト シ ー ル 性 に 優 れ る 直 鎖 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン （ Ｌ Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ ）
、 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン （ Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ ） 、 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン （ Ｈ Ｄ Ｐ Ｅ ） 、 無 延 伸 ポ リ プ ロ
ピ レ ン （ Ｃ Ｐ Ｐ ） 、 ア イ オ ノ マ ー 、 メ タ ロ セ ン 系 触 媒 に よ り 重 合 し た ポ リ エ チ レ ン 等 の ポ
リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 が 好 適 に 用 い ら れ る が 、 こ れ ら 樹 脂 の み で は 接 着 強 度 と 剥 離 強 度 の バ
ラ ン ス が と れ な い こ と が あ る の で 、 例 え ば こ れ ら ポ リ オ レ フ ィ ン 樹 脂 に さ ら に ポ リ ス チ レ
ン や ポ リ ブ テ ン 等 か ら な る 、 こ の ポ リ オ レ フ ィ ン 樹 脂 に 対 し 不 相 溶 性 成 分 を 混 合 し た も の
と す る こ と も で き る 。 ま た 、 エ チ レ ン 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 樹 脂 、 エ チ レ ン ア ク リ ル 酸 共 重 合
樹 脂 等 か ら な る ホ ッ ト メ ル ト 接 着 剤 を 乾 燥 重 量 で 塗 布 量 １ ５ ～ ２ ５ ｇ ／ ｍ ２ 程 度 で 設 け て
も よ く 、 こ れ ら 最 内 層 に よ っ て 容 器 本 体 の フ ラ ン ジ 部 と の 十 分 な 密 封 性 と 剥 離 に よ る 易 開
封 性 を 可 能 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 の よ う な 構 成 の 蓋 材 を 用 い て 密 封 し た 場 合 、 例 え ば 即 席 ラ ー メ ン 等 の 容 器 の 開 封 は 、
図 ２ の 斜 視 図 に 示 す よ う に 、 周 縁 の タ ブ を 指 で 摘 ま み 持 ち 上 げ て 容 器 本 体 の フ ラ ン ジ 部 か
ら 蓋 材 を そ の 略 中 心 部 ま で 剥 離 す る こ と で 成 さ れ 、 こ の 半 開 き の 状 態 で 、 即 席 麺 等 で は 容
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器 本 体 の 開 口 部 よ り 熱 湯 を 注 ぎ 易 く し 、 麺 を ほ ぐ し 温 め た 後 、 再 度 こ の 半 開 き の 状 態 と し
て 飲 食 し 易 く す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た ゼ リ ー 状 菓 子 や ヨ ー グ ル ト 用 容 器 の 蓋 材 と し た
場 合 で も 、 蓋 材 を 半 開 き に し た 状 態 の ま ま で 食 し 易 い も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 実 施 例 】
次 に 実 施 例 に よ り 、 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る が 本 発 明 は 、 こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
な お 、 実 施 例 お よ び 比 較 例 で 得 ら れ た 蓋 材 を 、 紙 カ ッ プ の フ ラ ン ジ 部 に ヒ ー ト シ ー ル で 密
封 し 、 即 席 麺 用 の カ ッ プ の 試 料 と し 、 そ れ ら の ピ ー ル 強 度 （ ｇ ／ １ ５ ｍ ｍ ） の 測 定 と 、 蓋
材 を 開 封 し た 時 の デ ッ ド ホ ー ル ド 性 （ ◎ は 非 常 に よ い 、 ○ は よ い 、 △ は 必 要 程 度 に よ い 、
×は 悪 い ） 、 蓋 材 の 破 壊 状 態 （ ○ は 破 壊 な し 、 ×は 破 壊 し た ） 、 再 封 性 （ ◎ は 非 常 に よ い
、 ○ は よ い 、 △ は 必 要 程 度 に よ い 、 ×は 悪 い ） を 目 視 判 定 で 評 価 し た 。
〈 実 施 例 １ 〉
図 ３ に 示 す よ う に 、 上 か ら 厚 さ １ ２ μ ｍ の Ｐ Ｅ Ｔ フ イ ル ム 層 ／ 厚 さ ２ ０ μ ｍ の ポ リ 乳 酸 フ
イ ル ム 層 ／ 紙 層 （ 表 面 に 絵 柄 等 が 印 刷 さ れ た 坪 量 ８ ０ ｇ ／ ｍ ２ の コ ー ト 紙 ） ／ 厚 さ ３ ５ μ
ｍ の 易 開 封 性 フ ィ ル ム 層 ： 商 品 名 Ｃ Ｆ ７ ６ ０ １ （ 東 レ 合 成 フ ィ ル ム （ 株 ） 製 ） の 順 序 に な
る よ う に 、 順 次 ラ ミ ネ ー ト し 積 層 体 を 得 た 。 各 層 間 の 接 着 に は 、 ポ リ エ ス テ ル ・ ウ レ タ ン
系 の ド ラ イ ラ ミ ネ ー シ ョ ン 用 接 着 剤 ： Ａ － ５ １ ５ ／ Ａ － ５ ０ （ 武 田 薬 品 工 業 （ 株 ） 製 ） を
用 い グ ラ ビ ア コ ー ト 法 に て 塗 布 量 が 乾 燥 後 重 量 ３ ｇ ／ ｍ ２ に な る よ う に 塗 布 し 、 オ ー ブ ン
に て 乾 燥 し 、 接 着 剤 面 が ま だ 粘 着 状 態 で あ る 間 に ラ ミ ネ ー ト し た 。 ９ ０ ℃ 、 ４ ８ 時 間 の エ
ー ジ ン グ 後 、 該 積 層 体 を 小 断 ち し 、 打 ち 抜 い て １ ０ ０ ｍ ｍ φ の 蓋 材 を 得 た 。 結 果 を 表 １ に
示 し た 。 開 封 に 際 し 、 必 要 程 度 の デ ッ ド ホ ー ル ド 性 を 有 し 、 破 裂 も な く 、 再 封 性 に 優 れ か
つ 寸 法 安 定 性 、 充 填 機 適 性 （ カ ー ル の な い 性 質 ） 等 を も 有 す る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈 実 施 例 ２ 〉
ポ リ 乳 酸 フ ィ ル ム の 片 面 に 真 空 蒸 着 法 に て 、 ア ル ミ ニ ウ ム 層 を 設 け た こ と 以 外 は 、 実 施 例
１ と 同 様 に し て 蓋 材 を 得 た 。 結 果 を 表 １ に 併 せ て 示 し た 。 開 封 に 際 し 、 必 要 程 度 の デ ッ ド
ホ ー ル ド 性 を 有 し 、 破 裂 も な く 、 再 封 性 に 優 れ か つ 寸 法 安 定 性 、 充 填 機 適 性 （ カ ー ル の な
い 性 質 ） 等 を も 有 す る も の で あ っ た 。
〈 比 較 例 １ 〉
ポ リ 乳 酸 フ ィ ル ム の 厚 さ を ２ ０ μ ｍ か ら ５ μ ｍ と し た 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て 蓋 材
を 得 た 。 結 果 を 表 １ に 併 せ て 示 し た 。 デ ッ ド ホ ー ル ド 性 再 封 性 に 劣 っ て い た 。
〈 比 較 例 ２ 〉
ポ リ 乳 酸 フ ィ ル ム の 厚 さ を ２ ０ μ ｍ か ら ６ ０ μ ｍ と し た 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て 蓋
材 を 得 た 。 結 果 を 表 １ に 併 せ て 示 し た 。 デ ッ ド ホ ー ル ド 性 再 封 性 に 劣 っ て い た 。
〈 比 較 例 ３ 〉
厚 さ ２ ０ μ ｍ の ポ リ 乳 酸 フ イ ル ム を 除 い た 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て 蓋 材 を 得 た 。 結
果 を 表 １ に 併 せ て 示 し た 。 デ ッ ド ホ ー ル ド 性 は あ る 程 度 得 ら れ る が 、 蓋 材 が カ ー ル し た り

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-26222 A 2004.1.29



、 熱 寸 法 安 定 性 に 欠 け 、 開 封 に 際 し て は 紙 層 と と も に 破 裂 し て し ま う も の で あ っ た 。
〈 比 較 例 ４ 〉
厚 さ ２ ０ μ ｍ の ポ リ 乳 酸 フ ィ ル ム に 代 わ り 、 厚 さ ７ μ ｍ の ア ル ミ ニ ウ ム 箔 と し 、 紙 層 と の
ラ ミ ネ ー ト を 厚 さ １ ５ μ ｍ の 溶 融 ポ リ エ チ レ ン に よ る サ ン ド ラ ミ ネ ー ト と し た 以 外 は 、 比
較 例 １ と 同 様 に し て 蓋 材 を 得 た 。 結 果 を 表 １ に 併 せ て 示 し た 。
蓋 材 と し て の 性 能 は 優 れ て い る が 、 使 用 後 の 焼 却 処 理 に お い て 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 が 炉 中 に
イ ン ゴ ッ ト と し て 絡 み つ い て 焼 却 炉 を 傷 め た り 、 そ れ に よ っ て 焼 却 効 率 を 低 下 さ せ た り す
る な ど の い わ ゆ る 環 境 問 題 を 解 決 で き ず 、 さ ら に ま た 、 蓋 材 に ア ル ミ ニ ウ ム 箔 が 介 在 す る
と 、 内 容 物 が 収 納 さ れ た 容 器 中 に 金 属 系 切 り 粉 な ど 金 属 系 の 異 物 が 混 入 す る こ と を 検 査 す
る 金 属 探 知 機 の 使 用 は 不 可 能 で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 必 要 程 度 の デ ッ ド ホ ー ル ド 性 、 再 封 性 が 得 ら れ 、 か つ 開 封 時 の 破 裂 が な く 、 本 来
の 熱 寸 法 安 定 性 、 充 填 機 適 性 （ カ ー ル が な い ） に 加 え 、 廃 棄 物 に 係 わ る 環 境 保 全 と 金 属 探
知 機 の 使 用 が 可 能 な 蓋 材 と す る こ と が で き る 。 し た が っ て 本 発 明 は 、 即 席 麺 、 即 席 ス ー プ
の 他 、 ゼ リ ー 状 菓 子 や ヨ ー グ ル ト な ど の 容 器 の 蓋 材 に お い て 、 蓋 材 を 開 封 し て も そ の ま ま
の 開 封 状 態 を 維 持 し て お く こ と が で き 、 実 用 上 数 々 の 優 れ た 効 果 を 発 揮 す る 蓋 材 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 蓋 材 が 容 器 の フ ラ ン ジ 部 を 密 封 し て い る 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 容 器 の 開 封 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 蓋 材 に 用 い る 積 層 体 の 積 層 構 造 の 一 例 を 示 す 断 面 図 。
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